
和田地区フェスティバル  
 和田　　本多　泉

　10月26日㈯、和田地区
のフェスティバルが行われま
した。サークル活動の発表
と展示、消防や警察車両の
試乗及び防災体験、ミニ縁
日、キッチンカーや個人店
舗の出店などが行われまし
た。私達食推も、のぞみの家の米粉パンやクッ
キーを販売しました。和田地区は900を超える
世帯数ですが、若い世帯が多く子供達も沢山い
ます。飲食スペースは常に一杯で、キッチンカー
にも長い列が出来ていました。今回は販売だけ
でしたが来年からは、食推のサンプル展示等も
出来ると思いました。 

　　　えがおの集い　　姫川原　　和田　さなえ
　10月27日㈰、姫川原地域では敬老を祝う『えがおの集い』が
行われました。場所は姫川原コミュニティセンター、天候にも恵
まれ、沢山の方が出席されました。私たち食推は、減塩活動とし
て塩分濃度0.8％の具無し味噌汁を振る舞いましたが、減塩味噌
汁は乾杯にも使っていただきました。今回減塩味噌汁を作る段階
で、具無しで0.8％は薄いのではないか、具を入れたら味が変わ

るかも等の意見もありましたが、出汁入りで
0.8％に満たない塩分濃度の味噌汁に決定。
結果、「おいしかった」との感想をいただき、
減塩味噌汁に対する抵抗がなくなってきて
いる様子も伺え、今までの活動の成果を感
じました。しかし、今後も減塩を心掛けて
もらうためにも、減塩活動の継続が必要で
あると思います。そして、地域の皆さんの
健康長寿につなげていけたらと思います。

みょうこう景虎物語での
　　　バランス食普及事業
　　斐太北　　本道　さとみ

　7月14日㈰、みょうこう景虎物語～
山城の陣～に、斐太南北合同の出店ス
タッフとして参加しました。笹寿司販売
と共にバランス食普及事業として、フー
ドモデル展示、バランス食シートの配布、
そして味噌汁の試飲を実施しました。
小雨の中、来場された家族連れの方や
イベント関係者に、バランス食シートを
記入して貰い、BMIや食事内容など一
緒に確認をしたり、味噌汁の試飲では
市販の薄めるタイプの味噌汁を、普通
と減塩の2種類用意し飲み比べて貰い
ました。 減塩タイプの味噌汁も美味し
いと言う声が聴かれ、味の違いに興味
を持って貰えたので良かったです。 ま
た、フードモデルを見ることで自分が
実際に食べている量と必要量が合って
いるか、ご飯をパンに交換したらどれ
位になるかなど体感した様子でした。 私

たち食推は、それ
ぞれの担当場所
で工夫を凝らし、
協力し、楽しみ、
そして学ばせて貰
いました。

町内納涼会でのバランス食普及事業
　　新井3班　　熊倉　学

　8月17日㈯、町内の納涼会が行われました。食推はバランス
食普及事業として、フードモデル展示とバランス食シート配布に
加え、“今日から役立つ塩分クイズ” と称して減塩に関するチラ
シと、飲み物のカロリー消費のチラシを配りました。クイズは
表面に問題、裏面に答えを載せてみました。
しかし、会場には沢山の人が集まって来る
ものの、食推のコーナーに足を運ぶ人は少
なく、こちらから会場を歩きチラシを配り、
前を通る人に声掛けをして足を止めてもら
うことが大半でした。毎回感じますが、食
推活動は難しい。食事の大切さは理解して
いても、体が健康なうちは中々実践しづら
い。私もその内の一人です。

きのこ汁を味わう会
　　和田　　酒井　直子

　11月10日㈰、国賀では感染禍や昨年
の熊出没等で中止していた、きのこ汁を味
わう会を5年振りに開催しました。 具材は
主役の藪たけとなめこ、その他には、定
番の茄子、豆腐、豚肉、油揚げなどで具
だくさんにし、出汁を効かせて、味噌を少
し控えめにしました。 今年はきのこが沢山
出ているようで、大量のきのこが入ったこ
とで、きのこの風味がしっかり出ていて、
とても美味しくできました。 大きな鍋に4
つ作りましたが、残さずいただきました。

　　　　　

原通納涼祭での健康バランス食普及事業
　　妙高6班　　飯吉　聡子

　8月17日㈯、原通納涼祭（ブナの里様駐車場にて）は、毎年この時期
に行われている自治会の行事です。今回初めて食推としてバランス食普及
事業を行わせていただきました。
　バランス食、ジュースモデル、塩分モデルをテーブルに並べ、大人には
一日の塩分量とバランスのとれた食事などを啓発しながら、お子さんには
ジュースに砂糖がどのくらい入っているか目でみてもらいました。お父さん、
お母さんがお子さんに『好きなジュースにはこんなに砂糖が入っているん
だね』と声をかけているのが印象的でした。

　この事業を通
じて少しでも自分
の健康を気にか
けてもらえたら嬉
しいです。

大鹿交流館コンサートでの
　　　健康バランス食普及事業

　　妙高7班　　望月　勝子
　10月5日㈯、大鹿交流館コンサートが
開催されました。
　楽団ニューコラールの演奏と歌、間に
妙高風土記「ふるさと大鹿の誇り」ＤＶＤ
鑑賞があり、約100人の観客で盛り上が
りました。食推のブースも作りアルコール
モデルを展示してバランス良く食事をしな

がらお酒を
飲んでくだ
さいと一人
一人に声を
かけました。

妙高分会研修会について　　妙高4班　　内田　信子
　10月31日㈭に妙高分会の研修会が開催されました。
　今回は参加者の皆さんで、ＳＤＧｓについて意見交換をしました。

　私が口火をきり、それぞれどんな事に取り組み、努力されているのか話して頂きました。
　皆さん食推として、そして家庭で台所を預かる主婦として、食について努力されているんだ
と感じました。
　・大根は皮付きのまま調理する。
　・大根の葉は細かく刻んで、炒めてフリカケにする。また、細かく刻んで味噌汁の具にする。
　　（くださる方に葉っぱを切らないでとお願いする）
　・生ゴミ処理機のコンポストの使用、市で推奨している生ゴミ消滅器キエーロを検討中の人。
　・スーパーにはエコバッグを持参、食品の手前取り等々…
　市からの受託事業の「健康バランス食普及事業」もまさしく「ＳＤＧｓ」に繋がることだと思います。
　バランス良く作り、作り過ぎない。食べ過ぎない、そして残食なし。
　食のこと以外でもできることから少しずつ取り組んでいきましょう。

  みょうこうグッドライフフェア
　　　　IKAZUCHI(いかずち)2024

姫川原　　山田　真美
　～暮らしに『実り』を『ひらめき』を～をスローガンに持続
可能な未来を考えるフェアが、10月5日㈯に開催されました。
　我ら食推では、減塩活動として塩分濃度0.8%と1.2%の味噌
汁を試飲して、『どっちが我が家の味噌汁に近い？』と比べても
らいました。お子様連れのファミリー、仲良しマダム、元気なお爺ちゃん、プロの調理人など
沢山の人達が興味を持って、体験した結果、皆さん日頃から意識して気をつけているようで
0.8%を選ぶ人が大半を占めていました。なかには『うーん　こっちかなー』と1.2%を選ぶ
お子様もいて、野菜を沢山食べましょうーとお母さんにも声を掛けさせていただきました。
　お昼ごはんには、保育園やこども園で提供されてる『サバのソース煮』をいだたのですが、
薄味で満足のいくもので素晴らしい給食に感動いたしました。

新井分会
地域での食推活動をご紹介！
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